





of	 dance	 education	 from	 the	 awareness	 of	 the	problems	 as	 to	 how	
we	 can	deconstruct	 the	modern	 “freedom”	 raised	 in	 the	 guidelines	








Normative Principles of Dance Education:
























































































































































































































































































































































































































































































































注 6）	 モダンダンスは，ドイツなどでは，表現を特に尊重して ｢アウス
ドルックス・タンツ（Ausdrucks	Tanz）｣ とも言われる．その流
れから ｢創作ダンス｣ ということばが作られ，学校ダンスに影響
を与えることになった（出口，1993，p.93.）．
注 7）	 ポストモダンとは，「近代はある様式に組織化された『権力』と
『自由』の両面から構成されていたが，『権力』のほうはどんどん
分散化されていき，『自由』が拡張的に実現されていく時代」（佐
伯，2014，p.42）であった．
注 8）	 形木は木版印刷を行うために文字や図様を彫刻した板のことであ
る．この名辞を用いて型についての性格を示した最初の人が世阿
弥である（世阿弥，1958）．
注 9）	 清水ほかでは，バトルでは相手とのやり取りへの注意によって印
象的な踊りが実施され，そこでの失敗が自身の枠組みから外れた
新しい踊りの発見につながることが報告されている（清水ほか，
2012，p.243）として，創造性の獲得には「他者の存在」が不可
欠であることが示唆されている．近年では，ソーヤーほか（2009）
が，創造性はグループ活動の中で生まれるのであり，孤高の天才
などいないことを示している．創造性あるいは即興と他者性の関
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係の問題は今後の課題である．
注 10）	 バーリンは，欲望を実現する手段をどのように配分するかは平等
の問題であるとし，自由の問題としては扱わない．バーリンが次
のように述べることは，消極的自由の下でどれくらい自分のした
いことができるかは問題にしないことを示唆している．「自由な
人間とは，手かせ，足かせをはめられたリ，牢獄に入れられたり
していない人間，また奴隷のように処罰の恐怖にさらされていな
い人間のことである ･･･ 鷲のように飛べないとか，鯨のように泳
げないということは，自由の欠如ではない」（バーリン，1971，
p.306）
注 11）	 外的な障害物を除去すれば人は自由な自然へと回帰するという意
味を含意する「解放」によって「自然状態」に戻るのが人間にと
っての自由ではない．「解放」は自由の前提ではあるけれども，
それ自体が自由というわけではない．それ故，彼女は「自由」と
は「構成 constitute」すべきものであるとして，解放には「リベ
レイション liberation」，自由には「フリーダム freedom」という
用語を用いて区別している（アレント，1995，pp.221-289）．
注 12）	 内山は，「感性とは感受性というような受動的な意味合いではなく，
環境とのかかわりの中で自己の存在を作り出していく能動的かつ
創造的な能力であり，身体的自己と環境との相関的な関係が適切
であるかどうかの価値判断を含む，認識能力と価値判断の能力（内
山，2009，p.174）」であると定義づけた．この定義に依拠して，
拙稿では，定形型ステップ学習において，師範の動きを自己の身
体に基づいて主体的に「見る（何が良いのかを探す）」という行為
の中に，より高次元の美しさも捉えることのできる幅の広い価値
観を形成していく可能性があると結論付けている（内山，2016）．
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